
1

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 1

2006年2月期 中間決算説明会

本資料のうち、当社の将来的な経営戦略や営業方針、業績予測等にかかわるものは、いずれも現時点におい
て当社が把握している情報に基づいて想定、算出されたものであり、経済動向、業界での激しい競争、市場
需要、為替レート、税制や諸制度等に関わるリスクや不確実な要素を含んでおります。従って、将来、実際
に公表される業績等はこれらの種々の要素によって変動する可能性があります。
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1兆333億円 115.3％ 1兆10億円 323億円

680億円 115.9％ 656億円 24億円

165億円 115.1％ 159億円 6億円

166億円 114.7％ 160億円 6億円

85億円 113.1％ 84億円 1億円

163円81銭 18円93銭増
ー ー

2005年8月期 連結の経営成績

実績 前年同期比 公表数値 公表差

取扱高

営業収益

営業利益

経常利益

中間純利益

1株当たり
中間純利益

145億円

412億円

123.6％

112.6％

ｰ

ｰ

ｰ

ｰ
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5,620億円

連結の財政状態

（6,310億円)

6,324億円
（6,983億円)

703億円
（672億円)

1,580億円
（2,098億円)

1,889億円
（2,412億円)

309億円
（314億円)

3,550億円
（3,755億円)

3,909億円
（4,080億円)

359億円
（325億円)

1,174億円 1,255億円 80億円

20.9％■ 19.8％■ △1.1％■

2,244円93銭 2,399円81銭 154円88銭

2005年2月期

総資産
(流動化含む)

割賦売掛金
（流動化含む)

営業貸付金
(流動化含む)

株主資本

株主資本比率

1株当たり
株主資本

2005年8月期 期首増減
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連結キャッシュ･フローの状況

159億円 166億円

2004年8月期

現金及び現金同等物の期首残高

営業活動によるキャッシュ･フロー

営業債権の増加

税金等調整前中間純利益

△310億円 △386億円

投資活動によるキャッシュ･フロー

△439億円

財務活動によるキャッシュ･フロー

△699億円

現金及び現金同等物の中間期末残高

143億円 158億円

現金及び現金同等物の増加額

△23億円 △39億円

347億円 438億円

172億円 179億円

13億円 12億円

2005年8月期
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9,218億円 114.2％ 9,000億円 218億円

519億円 114.7％ 502億円 17億円

129億円 112.5％ 127億円 2億円

134億円 112.4％ 132億円 2億円

78億円 113.4％ 76億円 2億円

149円24銭 17円68銭増
ー ー

2005年8月期 単独の経営成績

実績

取扱高

前年同期比

営業収益

営業利益

公表数値

経常利益

中間純利益

公表差

1株当たり
中間純利益

126億円

359億円

123.2％

113.6％

ｰ

ｰ

ｰ

ｰ
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4,587億円

単独の財政状態

（5,067億円)

5,065億円
（5,565億円)

477億円
（497億円)

1,171億円
（1,584億円)

1,406億円
（1,841億円)

235億円
（257億円)

2,980億円
（3,080億円)

3,201億円
（3,301億円)

221億円
（221億円)

1,063億円 1,131億円 67億円

23.2％■ 22.3％■ △0.9％■

2,031円89銭 2,162円63銭 130円74銭

2005年2月期

総資産
（流動化含む)

割賦売掛金
（流動化含む)

営業貸付金
(流動化含む)

株主資本

株主資本比率

1株当たり
株主資本

2005年8月期 期首増減
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① 5年間平均成長率とは1999年度～2004年度までの5年間平均の営業収益増減率
② 利益率は1999年度及び2004年度の経常利益／営業収益により算出

成長率･利益率を軸とした位置付け

5 10 15 30

（
５
年
間
平
均
成
長
率

％
）

（利益率 ％）

※ 各社数値は、月刊消費者信用データ等をもとに当社が算出した数値を使用

20 25

2004
年度

利益率向上

利益率低下

1999
年度

■ 生産性の向上により、業界でも高い成長力を継続

２２.０％７.４％増流通系

１０.７％１.６％減信販系

１２.６％６.８％増銀行系

利益率5年間平均成長率

信販系

銀行系
流通系

【当社】

成長率:１４.９％増
利益率:３０.９％
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05/298/297/2 00/299/296/295/2 06/204/203/202/201/2

0

750

1,500

0

750

1,500

【連結】営業収益 ： 7.7倍
経常利益 ：17.0倍
当期純利益：17.2倍

【単独】営業収益 ： 6.6倍
経常利益 ：17.0倍
当期純利益：19.6倍

(億円)

(億円)

１２期連続で増収増益を計画
■ 経常利益段階で１１期連続の増益回数は、全上場企業で第４位

（出所：2005年6月16日 日本経済新聞朝刊)
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配当状況
■ 中間配当金３５円（前期より ５円増配）
■ 期末配当金５０円（前期より１０円増配予定、当初予想より５円増配）
■ 年間配当金８５円（前期より１５円増配予定）

0

20

40

60

80

100

2003/2 2004/2 2005/2 2006/2

10%

13%

16%

19%

22%

25%

19.7%

21.2% 21.7%

30円
25円

40円

35円
30円 70円

60円55円

25円

（予定）

期末配当金
中間配当金

23.5%

85円

（円）
配当性向

50円

35円
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
0

100

200

300

400

500

－

－

98/297/2 00/299/296/295/2

所有株数

05/204/203/202/201/2

所有株数 ：1,000株
受取配当金： 15千円

(株) (千円)

所有株式数と受取配当金の推移
■ 1995年2月20日時点で1,000株を保有する株主さまを基準とした場合

受取配当金（右軸）

所有株数 （左軸）
所有株数 ：4,215株
受取配当金： 358千円
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2005年8月期 単独営業実績
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300

800

1,300

2002/2 2003/2 2004/2 2005/2 2005/8

（万人）

有効会員、稼働会員数の推移

980万人

490万人

有効会員数

稼働会員数

1,328万人1,290万人1,210万人1,130万人

742万人717万人640万人575万人

■稼働会員

■有効会員

＋3
8万
人

＋2
5万
人

■2005年8月期
・新規獲得 82万人 ・有効会員数 38万人増 ・稼働会員 25万人増
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0

4,000

8,000

12,000

16,000

2002/2 2003/2 2004/2 2005/2 2006/2

1兆2,800億円1兆754億円8,959億円7,265億円5,804億円取扱高

295億円186億円 580億円412億円229億円ﾘﾎﾞ･分割残高

2002/2 2003/2 2004/2 2005/2

ショッピング取扱高の推移

残高(億円)

4,000

8,000

12,000

取扱高(億円)

113%

取扱高

リボ・分割払い残高

123%
129%

140%
116%

125%
123%

120%

※数字は伸び率

140%

■2005年8月期
・取扱高：6,000億円（前年同期比：120％） ・リボ・分割払い残高485億円（期首比72億円増）

16,000

500

250

750

1,000

119%

0
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カードショッピング取扱高5年前比較

100%

150%

200%

250%

300%

2001/2 2002/2 2003/2 2004/2 2005/2 2006/2

257%

■ 2001年2月期のカードショッピング取扱高に対する増加率推移

※2006/2は各社公表数値をもとに算出
※銀行系伸び率は月刊消費者信用を基に当社算出
※流通系カード会社は当社除く

（予定）

130%
136%

当社（単独）
銀行系カード会社5社（Ｊ社、Ｍ社、Ｄ社、Ｕ社、Ｕ社）

流通系カード会社(当社除くＳ社、Ｏ社、Ｐ社)

215%

122%

信販系カード会社(Ｎ社、Ｏ社、Ｊ社、Ｃ社、Ａ社)
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0

2,000

4,000

6,000

2002/2 2003/2 2004/2 2005/2 2006/2

0

20

40

60

キャッシング残高

取扱高

一人当たりキャッシング残高

残高 3,400億円2,925億円2,549億円2,147億円1,902億円

3,711億円2,824億円 4,650億円4,152億円3,185億円取扱高

キャッシング取扱高と残高の推移

2002/2 2003/2 2004/2 2005/2

（億円)

113% 119%
118%

115%

0

20

40

60

116%

（万円）

120% 113% 117%
112%

112%
※数字は伸び率

■2005年8月期
・取扱高:2,248億円(前年同期比112%) ・残高:3,129億円(期首比204億円増)

2006/2(予定)
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75%

149%150%

123%

109%

60%

80%

100%

120%

140%

160%

2002/2 2003/2 2004/2 2005/2 2005/8

カード脱会者数の推移
■特典の充実等により、脱会数は減少傾向

脱会数の増減率
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0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8

（
カ
ー
ド
取
扱
高
前
年
対
比
）

（会員数前年対比）

(％)

(％)

※各社は、月刊消費者信用データを基に、代表企業を抜粋して当社算出
※業界平均は、クレジット産業協会集計資料をもとに当社算出

会員数、取扱高伸び率比較

５.０％８.９％：流通系

３.３％９.３％：業界平均

３.４％９.０％：信販系

２.７％１０．０％：銀行系

会員増加率取扱高伸び率

【当社】

取扱高伸び率：17.6％

会員数増加率： 6.6％
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162億円105億円期首貸倒引当金

2005年8月期2004年8月期

208億円133億円期末貸倒引当金

66億円72億円貸 倒 償 却 額

113億円99億円期中引当繰入額

全額償却済個 人 破 産

2005年8月期

208億円合 計

66億円一 般 引 当 金

142億円

【貸倒引当金】 【貸倒引当金の内訳】

貸倒引当金の状況

179億円
3.48％

171億円
3.84％

実質貸倒コスト
債 権 残 高 比
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117%

124%

127% 131%

117%

105%

116%115%116% 113%

118% 121%

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2001/2 2002/2 2003/2 2004/2 2005/2 2005/8

100%

110%

120%

130%

140%
営業債権残高

実質貸倒コストの前期比

営業債権の伸び率

実質貸倒コストの状況

(億円)

※営業債権残高は債権流動化分を含む

■ 実質貸倒コスト＝貸倒引当金繰入額＋貸倒償却額

4,054億円3,356億円 5,143億円4,665億円2,841億円2,507億円営業債権残高
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資金調達の状況

10%

30%

50%

70%

90%

2000/2 2001/2 2002/2 2003/2 2004/2 2005/2 2005/8 2006/2

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%
77.4%

36.3%

0.91%

長期固定借入比率(左軸）
直接調達比率 （左軸)

調達コスト (右軸)
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1年未満
11％

1年以上
19％

2年以上
20％

3年以上
14％

4年以上
15％

5年以上
21％

2005年8月期

金利上昇局面への備え

平均借入年限:３年５ヶ月

■長期固定資金のデュレーション構成比

・７年物無担保普通社債２００億円の発行
・平均借入年限６年の新規長期借入１１７億円
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22.4%
22.4%

24.2% 23.2%

17.0%17.3%
16.2%

18.0%

500

1,000

1,500

2,000

2002/2 2003/2 2004/2 2005/2 2006/2

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%
（億円）

株主資本

792億

922億

1,063億

株主資本比率・ＲＯＥ・株主資本の推移

679億

株主資本比率
ＲＯＥ

（予定）

1,131億円
2005年8月期
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ＦＴＳＥ ４ Ｇｏｏｄ Ｉｎｄｅｘに選定

■ 英国FTSE社のSRI Index「FTSE４Good Index」に選定

FTSE社について

１９９５年に、英国金融誌フィナンシャル
タイムズとロンドン証券取引所の合弁会社と
して設立され、世界中７７ヶ国で指数データ
の提供を行っており、現在２,５００以上の
指数を公表しております。

＜評価基準＞

・環境基準

・社会性、ステークホルダー基準

・人権基準
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格付け機関からの評価

S&PS&P

JCRJCR
R&IR&I

AAｰー

A+A+
AA

発行体格付け

ABPS2+ABPS2+

プライマリーサービサー格付け

プライマリーサービサー部門に
おける現在日本最高位の格付け
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下期 重点実施事項
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会員募集の強化

1,210万人

1,130万人

1,400

1,100

1,900

（万人）

2003/2 2004/2 2005/2 2005/8

1,000

1,200

1,300
1,290万人

150万人
12万人

10万人

会員数

会員数

会員数

1,500

1,600

･
･
･

2006/2

1,328万人

発行予定カード

1,370万人

カルフールカード

スルーウェイカード

（予定）

185万人計画
82万人獲得
上期新規会員

通期新規会員

■ 新規提携カードの開発により、
・新規獲得 185万人 ・有効会員数80万人増 ・総有効会員数 1,370万人を計画
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18%

21%

24%

27%

30%

33%

2003/2 2004/2 2005/2 2005/8 2006/2

イオンカード月間稼働率
サティ･ビブレカード月間稼働率

サティ･ビブレカード・次へのステージ
■ マイカルと一体化した会員募集・特典サービスの強化

「会員数２００万人体制」「稼働率の向上」

50万人

100万人

150万人

200万人
200万人

250万人

（予定）
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新たな提携カードの発行

ソフトバンクグループ、イオングループと

一体になり会員募集、売上拡大策を展開

※日本テレコムカードに続き、ソフトバンク

グループと２種類目の提携カード

東北４県にホームセンターを展開

ホームセンター４０店舗、

スーパーセンター２店舗で募集を強化

ソフトバンクホークスカード

サンデーカード



8

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 29

ネットでの会員募集を強化
■ ネット提携カードの入会者が増加

■ 携帯電話からの入会申込システムを開発

18,000

7,000
10,000

36%

44%
43%

41%

39%

0

20,000

40,000

60,000

2001/2 2002/2 2003/2 2004/2 2005/2 2006/2

35%

45%

年間登録会員数 月間稼働率 48,000人
(予定)

30,000

上期
18,000人

（予定）
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0

10

20

30

40

50

2004/2 2005/2 2005/8 2006/2

ゴールドカードの推進

40万人

（万人）

19万人

6万人

■ 新たな特典の追加により、ゴールドカード会員の拡大を推進

26万人

2004/2 2004/8 2005/2 2005/8 2006/2（予定）

【ゴールドカードの効果】
・稼働率向上
・ご利用額の増加

年会費無料

ホテルクーポン

イオンラウンジ開放

ゴールドクーポン

有料駐車場の無料化

会員誌の発行

10万人
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ＥＴＣカードの拡大
■ 阪神高速との提携カード募集の強化
■ ＥＴＣゲート保険の導入

-10万人

0万人

10万人

20万人

30万人

40万人

50万人

60万人

70万人

80万人

2004/2 2005/2 2005/8 2006/2

ＥＴＣカード会員数の推移

2004/2 2004/8 2005/2 2006/2(予定)2005/8

年会費無料

即時発券開始

携帯申込受付

THRU WAYカ－ド

ＥＴＣｹﾞｰﾄ保険

38万人

70万人
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2002/2 2003/2 2004/2 2005/2 2006/2

カード稼働率向上への取り組み

（予定）
12%

16%

20%

24%

28%

32%

月間カード稼働率

イオンフェスティバル

ワンデーパスポート

月々払い加盟店拡大

ｺﾞｰﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ発行

ﾊﾞｰｽﾃﾞｰﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ

ときめき５倍デー

盗難保障料無料化

登録ポイント

ご入会ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ

ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾎﾟｲﾝﾄｸﾗﾌﾞ

ご入会ポイント

■ 稼働率の高いカード会員の募集強化 ネット提携カードの入会者が増加
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ポイント制度の拡充

■ 加盟店への送客を図るプレミアムポイントクラブを開始

プレミアムポイントクラブ

カ
ー
ド
会
員
の
送
客

ポ
イ
ン
ト
獲
得
率
ア
ッ
プ

・携帯率の向上

・稼働率の向上

・利用額の増加

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ

第1段階：グループ企業

第2段階：グループ外企業

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 34

公共料金等、カードご利用会員の拡大

■ 公共料金等のカードご利用会員を１０５万件から１５０万件へ

■ 登録ポイントのご提供

平均利用額

全会員平均 公共料金等のカードご利用会員

【公共料金決済による利用金額の上昇】

8月度
平均利用額

26,000円
平均利用額

公共料金決済
による上昇

稼働率・携帯率

向上による上昇

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 35

変化するカード決済市場への対応

■下期重点取組事項

・病院・医療機関のカード決済を推進 〔対象数〕合計７，８００医療機関

・公共料金（電力・ガス・水道）のカード決済を拡大

・交通、物流分野の小口決済の拡充（ＪＲ、私鉄乗車券：ＥＴＣ：駐車場：宅配便）

・国民年金、大学・専門学校の学費、公金（税金分野）の各管轄省庁との取組み強化

公共料金から公金支払へ通信・携帯から医療機関へ

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ ヤフー、ＯＣＮ、ニフティ

固定電話 日本テレコム、ＫＤＤＩ

携帯電話 ＮＴＴドコモ、ａｕ、ボーダホン

総合病院 三重大学付属病院、竹田綜合病院

医療法人（創建会、啓信会）

ガス 東邦、九州、丸紅

電力 東京、中部、関西、中国

公金 ＮＨＫ受信料、国民年金、税金

学費（大学・専門学校）

■重点開発業種・エリア

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 36

商品別自動承認システム

■ 自動的にご利用可能額を拡大、会員･加盟店サービスの向上

＜従来＞:待ち時間発生

ご利用可能額

30万円

(店舗)

限
度
額
オ
ー
バ
ー

購
入
一
時
保
留

承
認
番
号
取
得

電
話
確
認

カ
ー
ド
会
社
へ

オ
ー
ソ
リ

購入

購入

ＴＶ

35万円

・
商
品
情
報

・
商
圏
情
報

・
信
用
情
報

＜商品別自動承認システム＞
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自動音声応答

７０％

自動音声応答システム
■ ＮＴＴデータと共同開発して業界初となる音声合成、音声認識
システムを導入し自動音声応答システムを実施

お問い合わせ

音声認識システム
質問内容を自動的に認識

オペレータによる応対
３０％

53秒（約1分）削減300秒（約5分）353秒（約6分）1件対応時間

効率20％up12件10件1時間対応数

効果新システム従来

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 38

口座設定の自動化
ＩＮＦＯＸ端末 1000台

会 員 募 集

審査の自動化

審査

カード発行プロセスの刷新

■ 即時発行への対応 ■ 発行期間の短縮

■ 審査の自動化・精度向上 ■ ボリュームへの対応

■ 個人情報保護の強化

『 』

『ドクターベルマックス』

『戦略的与信モデル』

最先端の審査システム

ＩＣカード発行機の導入

カード発行

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 39

小額決済への取り組み

■ プリペイド、ポストペイ決済システムの開発により、小額決済市場
でのキャッシュレス化への対応

売上高 約３兆円

現金決
済

※

rb

クレジット
カード決済

現金決
済

クレジット

カード決済

現金決済

クレジット
決済

売上高 約４兆円

現金決済

ポストペイ

決済

プリペイド

決済
20052005年年
ネット決済に利用できる

電子マネーの開発

20062006年年
ギフトカードの発行に

よるリアル店舗での展開

・繰り返し入金可能型

・クレジットカードの

子カード型

20062006年年

携帯電話による

小額決済スキーム

の展開

20052005年年1212月月

クイックペイ決済

の開始

クレジット
カード決済

グループ内で共通利用
できる電子マネー基盤

の構築

非接触ＩＣを活用した

小額決済での後払い

スキームの構築

■ グループ店舗から、提携カード発行企業への展開

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 40

第３次システムの取り組み状況

会計

人事・給与

営業ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ支援

フレックス勤怠

小口現金管理

電子帳票

情報系
ＤＷＨサーバ

マーケティング系

金融取引系

オーソリシステム

不正検知システム

ホストシステム

精算 売上

入金請求
金融取引ＤＢ

■本年度は金融取引系システムの３０００万人体制を完成し、今年度より来年度にかけて
顧客サービス系システムの刷新を行う

：完了

：ｼｽﾃﾑ構築中(今期取組み）

：2006年度ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ

顧客サービス系

アクセスハブ

顧客サービス
共通ＤＢサーバ

インターネットシステム

審査システム

コンタクトセンター
システム

トランザクション
スコアリング

加盟店管理ｼｽﾃﾑ

会員 ｲｵﾝﾚｼﾞ加盟店

顧客サービスＤＢ

会員 加盟店

業務支援系

個人情報保護対策（ＳＷＡＴ）
静脈とＩＣカード認証 入退出管理

ダブルログオン ＲＦＩＤ（非接触ICでの媒体管理）

不正
ﾊﾟﾀｰﾝ

ディザスタ・リカバリー（災害対策）

４社共同ＦＥＰ オーソリシステム 社内ネットワーク

基幹システムインターネット 顧客サービス系

途上与信

キャンペーン管理

会員情報

加盟店情報

業績管理

収益管理

商品別自動承認

自動音声応答
システム

ﾃﾞｰﾀｳｪｱﾊｳｽ
（ＤＷＨ）

債権管理システム
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ディザスタ・リカバリ－（災害対策）

■ クレジット業界初となる、基幹システム、オーソリシステムの
常時２センター稼働の実現

■

基幹システムセンター

千葉

群馬

神奈川

オーソリシステムセンター 大阪事務センター

500席

・コールセンター

・審査センター

・管理センター

中部事務センター

400席

・コールセンター

・審査センター

・管理センター

東京事務センター

700席

・コールセンター

・審査センター

・管理センター

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 42

個人情報保護への取り組み

～2005年2月期 2006年2月期

【主な実績】

･個人情報安全管理委員会

･個人情報保護室設置

･

･ＳＷＡＴシステム導入

【上期実績】

・ＢＳ７７９９認証取得

・トラストｅ認証取得

・全国3000台の個人認証
端末導入

・ＳＷＡＴシステムと入退室
管理システムの一元監視
体制を構築

【下期の取り組み】

･ダブルログインシステム

従業員と上司による二重

認証により端末が起動

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 43

保険代理店事業（NCS興産）
■ 2005年8月期 営業概況
・増収増益を達成しております
・テレマーケティングシステムの構築

■ 下期の取り組み
・テレマーケティングによる保険販売を本格的に展開
・インターネットを通じた即時保険契約推進
・金融相談モニター(双方向ＴＶ画面)の構築

109.8％3億20百万円経 常 利 益

102.2％5億39百万円営 業 収 益

前年同期比2005年8月期

119.7％6億38百万円経 常 利 益

111.0％11億64百万円営 業 収 益

前期比通期予想

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 44

■ 下期の取り組み

サービサー事業（ACS債権管理回収）
■ 2005年8月期 営業概況
・プライマリーサービサー分野へ業務範囲を拡大

・日本学生支援機構より債権回収業務を受託

・国民年金保険料の収納事業（市場化テスト）の開始
受託地域：東京（足立区）、名古屋（熱田区）、大阪(平野区）

・電力会社、金融機関からの回収業務受託

136.1％1億71百万円経 常 利 益

129.1％5億72百万円営 業 収 益

前年同期比2005年8月期

148.3％4億52百万円経 常 利 益

140.3％13億72百万円営 業 収 益

前期比通期予想
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■「香港」2005年8月期 営業概況
・ 会員数82万人に拡大、中国銀聯との提携推進

■「タイ」2005年8月期 営業概況
･ 会員数3百万人に拡大、保険代理店・サービサー事業の強化

(1香港ドル＝13.9円）

(1ﾊﾞｰﾂ＝2.7円)

香港、タイでの事業

354億円117.5％25億47百万香港ﾄﾞﾙ取 扱 高

142.6％

108.3％

前年同期比

14.1億円1億 1百万香港ﾄﾞﾙ経 常 利 益

61億円4億39百万香港ﾄﾞﾙ営 業 収 益

円換算2005年8月期

662億円131.1％245億19百万ﾊﾞｰﾂ取 扱 高

125.9％

132.4％

前年同期比

16.8億円6億23百万ﾊﾞｰﾂ経 常 利 益

80億円29億85百万ﾊﾞｰﾂ営 業 収 益

円換算2005年8月期

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 46

マレーシアでの事業
■ 2005年8月期 営業概況

・モーターバイクのハイヤーパーチェスの強化
・クレジットカード化に向けた営業ネットワーク拡大

(1ﾘﾝｷﾞｯﾄ＝28.47円)

カリマンタン島
（ボルネオ島）

タイ

インドネシア

ブルネイ既存拠点

新規設置拠点

36億円140.2％1億26百万ﾘﾝｷﾞｯﾄ取 扱 高

136.5％

160.5％

前年同期比

1.9億円6百万ﾘﾝｷﾞｯﾄ経 常 利 益

10億円35百万ﾘﾝｷﾞｯﾄ営 業 収 益

円換算2005年8月期

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 47

マレーシアでの事業
■ 下期の取り組み
・地場の銀行、保険会社と提携した目的型ローンの拡大
・クレジットカード事業の本格的な展開
・２種類の提携カード発行

111億円187.9％3億91百万ﾘﾝｷﾞｯﾄ取 扱 高

142.5％

166.2％

前期比

4.5億円16百万ﾘﾝｷﾞｯﾄ経 常 利 益

24億円84百万ﾘﾝｷﾞｯﾄ営 業 収 益

円換算通期予定

22ヶ所営 業 拠 点

10万人会 員 獲 得

目標

(1ﾘﾝｷﾞｯﾄ＝28.47円)

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 48

台湾での事業

■ 2005年8月期 営業概要
・提携カードの開発強化、カード会員数7.5万人に拡大

■ 下期の取り組み
・加盟店開発の強化、ハイヤーパーチェス事業の黒字拡大

合計 １６種類提携カード

＜新規提携カード＞

・カード会員数目標15万人、カード事業の単月度黒字化

キングダムホテルカード ロイヤルホストカード
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1兆9,400億円 114.4％ 300億円

1,076億円 113.6％ 20億円

320億円 112.0％ 5億円

327億円 111.8％ 5億円

190億円 112.4％ 4億円

362円32銭 40円■7銭増

予想 前期比 上方修正額

取扱高

営業収益

2006年2月期の単独業績予想

営業利益

経常利益

当期純利益

1株当たり
当期純利益

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 50

2兆1,750億円 115.4％ 370億円

1,420億円 115.6％ 35億円

400億円 114.4％ 12億円

400億円 114.0％ 11億円

210億円 112.4％ 4億円

予想

取扱高

営業収益

営業利益

前期比

経常利益

当期純利益

2006年2月期の連結業績予想

上方修正額

400円40銭 44円30銭増
1株当たり
当期純利益

AEON CREDIT SERVICE CO.,LTD. 51


